
 記 入 例 （在学の場合）
育英資金返還猶予申請書

申請日 令和〇年〇月〇日  

宮崎県教育委員会 殿

本
人

現 住 所
〒〇〇〇－〇〇〇

勤務先 所在地
〒〇〇〇－〇〇〇

〇〇県○〇市〇〇町〇-〇
□□アパート201号

〇〇県○〇市〇〇
□□番地

ふ り が な

氏    名
みやざき さくら

宮崎 桜   
          

勤務先名 〇〇専門学校

電話番号 （自宅） 電話番号 〇〇〇-〇〇〇-〇〇
（携帯）〇〇-〇〇-〇〇

連
帯
保
証
人

現 住 所
〒 〇〇〇－〇〇〇

勤務先 所在地
〒 〇〇〇－〇〇〇

〇〇県○〇市〇〇町〇番地〇 〇〇県○〇市〇〇町〇番地
〇

ふ り が な

氏    名
みやざき そだつ

 宮崎 育 勤務先名 〇〇社

電話番号 （自宅） 電話番号 〇〇-〇〇-〇〇
（携帯）〇〇-〇〇-〇〇

採用決定番号

  又は納付番号

猶予期間

(最大１年度)

令和 ○ 年 4 月 １日から

 令和 ○ 年 ３ 月３１日まで

申請理由 添付書類  

☑在学

□上記以外の学校に

在籍中又は進学準備中

☑在学証明書原本（学校は大学院、大学、高等専門学校、高等学校

 又は専修学校（専門課程及び高等課程）に限る。）

□在学証明書原本

□その他（           ）

□疾病・傷病等 □診断書原本（治療期間及び就労困難の旨の記載）

□出産による減収

□育児休業・介護休業による減収

□母子健康手帳（表紙と出産証明日欄（妊娠中は分娩予定日欄）の写し）

□休業証明書原本□その他（                ）

□被災 □市町村長又は消防署長が発行するり災証明書

□経済的困窮

  □失業･解雇･倒産

  ・出産退職

  □低収入

  □生活保護

□所得関係書類 （下記のいずれか）

（所得証明書原本･源泉徴収票の写し･直近の給与明細書３か月分の写し）

□会社が発行した書類(休業証明書原本・退職証明書原本・その他（     ）

□生活保護受給証明書原本（受給者証は不可）                 

□無職･未就労 □「今後の見通し」各欄に状況の詳細を記入

□その他(    ) □その他 （                        ）

現在の状況

収支の実情 返還困難事情の詳細
年間収入 約    72 万円
 収入の内容
 □給与
 □給与収入以外の所得
 ☑その他 （アルバイト ）
年間支出 約  ２００ 万円

専門学校に自宅外通学中。

学費等年間約200万円必要。

アルバイトと仕送りで生活しており

返還困難。

今後の返還の見通し 猶予期間後の返還計画 返還計画を実現するための
具体的な活動

返還開始   令和〇年４月分から
返還月額 (   7,500  円）
年間返還額（ 90,000  円）
返還金にあてる資金の目処
☑（ 就職 ）による収入増
☑ （専門学校卒業 ）による支出減
□その他（         ）

専門学校で〇〇の資格取得、

卒業後は〇〇関連に就職希望。

就職後は左記のとおり返還予定。

〇〇〇〇〇〇〇〇

どちらかを選択してく

ださい。



 記 入 例 （疾病・傷病等） 

育英資金返還猶予申請書 

申請日 令和〇年〇月〇日   

 宮崎県教育委員会 殿 
 
本
人 

 

 

 

 

 

 
現 住 所 

 

〒〇〇〇－〇〇〇  
勤務先 

 

 

 

 

 

 

 
所在地 

 

 
〇〇県○〇市〇〇町〇-〇 
□□アパート201号 

 

ふ り が な 
氏    名 

 

 
 
みやざき

宮崎 
さくら

桜       
            

 
勤務先名 

 

無職 

 

電話番号 

 

（自宅） 電話番号 

 
 

（携帯）〇〇-〇〇-〇〇 

 
連
帯
保
証
人 

 

 

 
現 住 所 

 

〒 〇〇〇－〇〇〇  
勤務先 

 

 

 

 

 

 
所在地 

 

〒 〇〇〇－〇〇〇 
〇〇県○〇市〇〇町〇番地〇 

 

〇〇県○〇市〇〇町〇番地
〇 

ふ り が な 
氏    名 

 

 
 

みやざき

宮崎 
そだつ

育   

 

 
勤務先名 

 

 
〇〇社 

 

電話番号 

 

（自宅） 電話番号 

 

 〇〇-〇〇-〇〇 

 （携帯）〇〇-〇〇-〇〇 

 

採用決定番号 
  又は納付番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猶予期間 
(最大１年度) 

 令和 ○ 年 4 月 １日から 
 令和 ○ 年  ３ 月３１日まで 

申請理由  添付書類   

□在学 
□上記以外の学校に 
在籍中又は進学準備中 

□在学証明書原本（学校は大学院、大学、高等専門学校、高等学校 
 又は専修学校（専門課程及び高等課程）に限る。） 
□在学証明書原本 

□その他（             ） 
☑疾病・傷病等 ☑診断書原本（治療期間及び就労困難の旨の記載） 
□出産による減収  
□育児休業・介護休業による減収 

□母子健康手帳（表紙と出産証明日欄（妊娠中は分娩予定日欄）の写し） 
□休業証明書原本□その他（                 ） 

□被災 □市町村長又は消防署長が発行するり災証明書 
□経済的困窮 
  □失業･解雇･倒産 
  ・出産退職 
  □低収入 
  □生活保護 

□所得関係書類 （下記のいずれか） 
（所得証明書原本･源泉徴収票の写し･直近の給与明細書３か月分の写し） 
□会社が発行した書類(休業証明書原本・退職証明書原本・その他（     ） 
□生活保護受給証明書原本（受給者証は不可）                  

□無職･未就労 □今後の見通し」各欄に状況の詳細を記入 
□その他(    ) □その他 （                         ） 

 

現在の状況 

収支の実情  返還困難事情の詳細 
年間収入 約    ０ 万円 
 収入の内容 
 □給与 
 □給与収入以外の所得 
 □その他 （      ） 
年間支出 約  ２００ 万円 

職場の人間関係から適応障害となり 

〇年〇月に退職 

現在自宅にて療養中 

 

今後の返還の見通し 

 

 

 

 

猶予期間後の返還計画 返還計画を実現するための 
具体的な活動 

返還開始   令和〇年４月分から 
返還月額  (   7,500  円） 
年間返還額（   90,000  円） 
返還金にあてる資金の目処 
☑（ 再就職）による収入増 
□      ）による支出減 
□その他（         ） 

寛解したら就職活動を行い、就職 

したら返還を再開したい。 

 

 
 

〇〇〇〇〇〇〇〇 

疾病による返還猶予申請が複数年続いている場

合は、その詳しい状況をお尋ねすることがあり

ます。 



 記 入 例 （経済的困窮）
育英資金返還猶予申請書

申請日 令和〇年〇月〇日  

宮崎県教育委員会 殿

本
人

現 住 所
〒〇〇〇－〇〇〇

勤務先 所在地
〒〇〇〇－〇〇〇

〇〇県○〇市〇〇町〇-〇
□□アパート201号

〇〇県○〇市〇〇
□□番地

ふ り が な

氏    名
みやざき さくら

宮崎 桜   
          

勤務先名 〇〇株式会社

電話番号 （自宅） 電話番号 〇〇〇-〇〇〇-〇〇
（携帯）〇〇-〇〇-〇〇

連
帯
保
証
人

現 住 所
〒 〇〇〇－〇〇〇

勤務先 所在地
〒 〇〇〇－〇〇〇

〇〇県○〇市〇〇町〇番地〇 〇〇県○〇市〇〇町〇番地
〇

ふ り が な

氏    名
みやざき そだつ

 宮崎 育 勤務先名 〇〇社

電話番号 （自宅） 電話番号 〇〇-〇〇-〇〇
（携帯）〇〇-〇〇-〇〇

採用決定番号

  又は納付番号

猶予期間

(最大１年度)

令和 ○ 年 4 月 １日から

 令和 ○ 年 ３ 月３１日まで

申請理由 添付書類  

□在学

□上記以外の学校に

在籍中又は進学準備中

□在学証明書原本（学校は大学院、大学、高等専門学校、高等学校

 又は専修学校（専門課程及び高等課程）に限る。）

□在学証明書原本

□その他（           ）

□疾病・傷病等 □診断書原本（治療期間及び就労困難の旨の記載）

□出産による減収

□育児休業・介護休業による減収

□母子健康手帳（表紙と出産証明日欄（妊娠中は分娩予定日欄）の写し）

□休業証明書原本□その他（                ）

□被災 □市町村長又は消防署長が発行するり災証明書

☑経済的困窮

  □失業･解雇･倒産

  ・出産退職

  ☑低収入

  □生活保護

☑所得関係書類 （下記のいずれか）

（所得証明書原本･源泉徴収票の写し･直近の給与明細書３か月分の写し）

□会社が発行した書類(休業証明書原本・退職証明書原本・その他（     ）

□生活保護受給証明書原本（受給者証は不可）                 

□無職･未就労 □「今後の見通し」各欄に状況の詳細を記入

□その他(    ) □その他 （                        ）

現在の状況

収支の実情 返還困難事情の詳細
年間収入 約   240 万円
 収入の内容
 ☑給与
 □給与収入以外の所得
 □の他 （      ）
年間支出 約  ２００ 万円

就職したばかりで、収入がまだ少ない。

一人暮らしで、初期費用が掛かったこ

と、アパート代や光熱水費・食費に係る

生活費の負担が大きい。

今後の返還の見通し 猶予期間後の返還計画 返還計画を実現するための
具体的な活動

返還開始   令和８年４月分から
返還月額 (   7,500  円）
年間返還額（ 90,000  円）
返還金にあてる資金の目処
☑（継続勤務）による収入増
□      ）による支出減
□その他（         ）

継続勤務により、毎月の給与及び

ボーナスが増加するため、来年度

から返還が可能。

〇〇〇〇〇〇〇〇

収入の基準があり、基準を超えている

場合は先のばしできません。

令和6年度基準は、収入300万円です

（所得ではありません）。



 記 入 例 （無職・未就労） 

育英資金返還猶予申請書 

申請日 令和〇年〇月〇日   

 宮崎県教育委員会 殿 
 
本
人 

 

 

 

 

 

 
現 住 所 

 

〒〇〇〇－〇〇〇  
勤務先 

 

 

 

 

 

 

 
所在地 

 

 
〇〇県○〇市〇〇町〇-〇 
□□アパート201号 

 

ふ り が な 
氏    名 

 

みやざき さくら 
 宮崎 桜      
            

 
勤務先名 

 

無職 

電話番号 

 

（自宅） 電話番号 

 
 

（携帯）〇〇-〇〇-〇〇 

 
連
帯
保
証
人 

 

 

 
現 住 所 

 

〒 〇〇〇－〇〇〇  
勤務先 

 

 

 

 

 

 
所在地 

 

〒 〇〇〇－〇〇〇 
〇〇県○〇市〇〇町〇番地〇 

 

〇〇県○〇市〇〇町〇番地
〇 

ふ り が な 
氏    名 

 

 みやざき そだつ 
 宮崎 育  

 

 
勤務先名 

 

 
〇〇社 

 

電話番号 

 

（自宅） 電話番号 

 

 〇〇-〇〇-〇〇 

 （携帯）〇〇-〇〇-〇〇 

 

採用決定番号 
  又は納付番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猶予期間 
(最大１年度) 

 令和 ○ 年 4 月 １日から 
 令和 ○ 年 ３ 月３１日まで 

申請理由  添付書類   

□在学 
□上記以外の学校に 
在籍中又は進学準備中 

□在学証明書原本（学校は大学院、大学、高等専門学校、高等学校 
 又は専修学校（専門課程及び高等課程）に限る。） 
□在学証明書原本 

□その他（             ） 
□疾病・傷病等 □診断書原本（治療期間及び就労困難の旨の記載） 
□出産による減収  
□育児休業・介護休業による減収 

□母子健康手帳（表紙と出産証明日欄（妊娠中は分娩予定日欄）の写し） 
□休業証明書原本□その他（                 ） 

□被災 □市町村長又は消防署長が発行するり災証明書 
□経済的困窮 
  □失業･解雇･倒産 
  ・出産退職 
  □低収入 
  □生活保護 

□所得関係書類 （下記のいずれか） 
（所得証明書原本･源泉徴収票の写し･直近の給与明細書３か月分の写し） 
□会社が発行した書類(休業証明書原本・退職証明書原本・その他（     ） 
□生活保護受給証明書原本（受給者証は不可）                  

☑無職･未就労 ☑「今後の見通し」各欄に状況の詳細を記入 
□その他(    ) □その他 （                         ） 

 

現在の状況 

収支の実情  返還困難事情の詳細 
年間収入 約    ０ 万円 
 収入の内容 
 □給与 
 □給与収入以外の所得 
 □の他 （      ） 
年間支出 約  ２００ 万円 

母の介護のため退職。その後、 

再就職のため努力しているものの、 

就職できていない。現在は母の年金 

と貯蓄に頼って生活している。 

今後の返還の見通し 

 

 

 

 

猶予期間後の返還計画 返還計画を実現するための 
具体的な活動 

返還開始   令和〇年４月分から 
返還月額  (   7,500  円） 
年間返還額（   90,000  円） 
返還金にあてる資金の目処 
☑（ 再就職）による収入増 
□      ）による支出減 
□その他（         ） 

就職したら返還を開始する。 

また、早くアルバイト等みつけられるよう 

努力したい。 

 
 

〇〇〇〇〇〇〇〇 

詳しい生活状況を記入して

ください。 

記入の内容によっては、本人や連帯保証人の生活状

況を詳しくお伺いし、将来の返還の計画についてご

相談します。 



 記 入 例 （出産による減収、休業） 

育英資金返還猶予申請書 

申請日 令和〇年〇月〇日   

 宮崎県教育委員会 殿 
 
本
人 

 

 

 

 

 

 
現 住 所 

 

〒〇〇〇－〇〇〇  
勤務先 

 

 

 

 

 

 

 
所在地 

 

〒〇〇〇－〇〇〇 
〇〇県○〇市〇〇町〇-〇 
□□アパート201号 

〇〇県○〇市〇〇 
□□番地 

ふ り が な 
氏    名 

 

みやざき さくら 
 宮崎 桜      
            

 
勤務先名 

 

 
〇〇株式会社 

 

電話番号 

 

（自宅） 電話番号 

 

〇〇〇-〇〇〇-〇〇 

 （携帯）〇〇-〇〇-〇〇 

 
連
帯
保
証
人 

 

 

 
現 住 所 

 

〒 〇〇〇－〇〇〇  
勤務先 

 

 

 

 

 

 
所在地 

 

〒 〇〇〇－〇〇〇 
〇〇県○〇市〇〇町〇番地〇 

 

〇〇県○〇市〇〇町〇番地
〇 

ふ り が な 
氏    名 

 

 みやざき そだつ 
 宮崎 育  

 

 
勤務先名 

 

 
〇〇社 

 

電話番号 

 

（自宅） 電話番号 

 

 〇〇-〇〇-〇〇 

 （携帯）〇〇-〇〇-〇〇 

 

採用決定番号 
  又は納付番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猶予期間 
(最大１年度) 

 令和 ○ 年 4 月 １日から 
 令和 ○ 年 ３ 月３１日まで 

申請理由  添付書類   

□在学 
□上記以外の学校に 
在籍中又は進学準備中 

□学証明書原本（学校は大学院、大学、高等専門学校、高等学校 
 又は専修学校（専門課程及び高等課程）に限る。） 
□在学証明書原本 

□その他（             ） 
□疾病・傷病等 □診断書原本（治療期間及び就労困難の旨の記載） 
☑出産による減収 
□育児休業・介護休業による減収 

☑母子健康手帳（表紙と出産証明日欄（妊娠中は分娩予定日欄）の写し） 
□休業証明書原本□その他（                 ） 

□被災 □市町村長又は消防署長が発行するり災証明書 
□経済的困窮 
  □失業･解雇･倒産 
  ・出産退職 
  □低収入 
  □生活保護 

□所得関係書類 （下記のいずれか） 
（所得証明書原本･源泉徴収票の写し･直近の給与明細書３か月分の写し） 
□会社が発行した書類(休業証明書原本・退職証明書原本・その他（     ） 
□生活保護受給証明書原本（受給者証は不可）                  

□無職･未就労 □「今後の見通し」各欄に状況の詳細を記入 
□その他(    ) □その他 （                         ） 

 

現在の状況 

収支の実情  返還困難事情の詳細 
年間収入 約    140 万円 
 収入の内容 
 ☑給与 
 □給与収入以外の所得 
 □その他 （      ） 
年間支出 約  ２００ 万円 

〇月〇日出産予定で、現在は時短勤務 

のため、収入減少。また今後産休・育休 

に入るため、当面の間減収が続く。 

 

今後の返還の見通し 

 

 

 

 

猶予期間後の返還計画 返還計画を実現するための 
具体的な活動 

返還開始   令和〇年４月分から 
返還月額  (   7,500  円） 
年間返還額（   90,000  円） 
返還金にあてる資金の目処 
☑（ 仕事復帰 ）による収入増 
□      ）による支出減 
□その他（         ） 

〇年〇月に仕事復帰予定。 

復帰後はこれまでどおり返還する予定。 

 
 

〇〇〇〇〇〇〇〇 

どちらかを選択し

てください。 


